
策定のプロセス

多様な関係者の皆さまとも対話を重ね、社外有識者を中心とし
たサステナビリティ諮問会議からの答申を基に設定した価値創
造のフレームワーク（考え方）に基づいて、味の素グループがマ

ルチステークホルダーから期待されていること、社会に対して
提供していく価値の視点から、現在の味の素グループが取り組
む「重要テーマ」を6項目に整理しています。
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ウェルビーイング

マテリアリティCHAPTER 3

味の素グループにとって　の 　 重要な事項(マテリアリティ)

味の素グループにとっての重要な事項（マテリアリティ）は、味の素グループが長期
にわたり持続的に社会価値と経済価値を共創し続けるための重要な事項です。重要
な事項（マテリアリティ）は、経営や従業員の思いや考え、社外のステークホルダー
からの様々な期待等が反映されるプロセスで策定しており、事業戦略に密接に関わっ
ています。また、志（パーパス）、そして現場での取り組みとも深くつながっています。

共創力を磨き、生活者視点をもって、
Well-beingを実現し事業活動を通じて
共創された価値を還元していく価値創造の

フレームワーク

味の素グループに
とっての重要な事項
（マテリアリティ）
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STEP 4 「重要テーマ」に整理
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https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/sustainability/materiality.html


味の素グループにとっての重要な事項（マテリアリティ）に関わるリスクと機会、各重要テーマに対して当社グループとしてどのように取り組むか、
そのKPIは、「サステナビリティレポート2025」で開示しています。
https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/sustainability/pdf/2025/SR2025jp_social.pdf#page=20

味の素グループにとって　の 　 重要な事項(マテリアリティ)

当社は、現在の味の素グループが取り組む6つの重要テーマに対して、環境負荷などネガティ
ブインパクト（負の影響）の低減だけでなく、強みであるアミノサイエンス®を活かした広く
社会へポジティブなインパクト（よい影響）を創出する取組みも含めて目標・KPIを定めてい
ます。そして当社グループ全体を対象とする主要な取組みはその取組みと実績の進捗を経営会
議で確認しています。

食を通じた
ウェルビーイングの実現2

先端医療・予防への貢献3

スマートソサエティの
進化への貢献4

多様な価値観・人権の尊重5

経営基盤の強化6

先端半導体パッケージ

人権

人的資本

事業環境変化

責任ある雇用

健康・栄養

健康・栄養

食を通じた
健康・栄養課題の解決

材料提供・
エコシステム創出を通じた
先端半導体進化

人財の活用

レジリエンス強化

治療・予防の進化

THEMES
6つの重要テーマ

持続可能な
地球環境の実現1 自然資本

気候変動

取組み対象領域

緩和と適応

生物多様性保全
森林破壊防止
水資源の保全
持続可能な調達

サーキュラーエコノミー
 （循環経済）

廃棄物ゼロエミッション
プラスチック廃棄物削減
フードロス削減
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